





































































N（人数） 有効数 無効数 




  N（人数） 最小値 最大値 平均値 SD（標準偏差） 
毎日の平均的な記録作成時間（時間） 171 0.5 8.0 2.5 1.0 
指導案なしの部分実習日数 171 0 12 1.5 3.1 
指導案ありの部分実習日数 171 0 3 1.1 0.6 




  N（人数） パーセント 
0 日 21 12.3 
1 日 111 64.9 
2 日 35 20.5 
3 日 4 2.3 
表－４）半日・全日実習の日数 
  N（人数） パーセント 
0 日 123 71.9 
1 日 40 23.4 
2 日 7 4.1 






実習前より強くなった 54    31.6 
以前と変わらない 73 42.7 
以前より低くなった 12 7.0 
わからなくなった 27 15.8 
もともと希望していない 5 2.9 
 
 実習記録作成の平均時間は、2.5時間であった。また、記録作成のほかに部分実習を行うため 
の指導案を作成した学生が約 88％いた。さらに、約 28％の学生が半日か全日の責任実習を行っ 
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ていた。記録作成には平均して 2.5時間を要しているが、部分実習を行う際に指導案を作成する 
学生が約 9割にのぼることや、さらに半日または全日の責任実習を行っている学生も約 3割いる 












    
全く    
そう思わ
ない 
あまり    
そう思わな
い 
そう思う とても    
そう思う 
環境構成の意図の記入が難しい（全体の６
３％にあたる 107 名が回答） 
N    
（人数） 7 39 43 18 




N    
（人数） 26 95 42 8 
パーセント 15.2  55.6  24.6  4.7  
記述量が多く、しんどさを感じる 
N    
（人数） 14 84 56 17 
パーセント 8.2  49.1  32.7  9.9  
記録を書くことで、部分実習等の指導案の
作成や教材研究の時間が十分取れない 
N    
（人数） 13 59 66 33 
パーセント 7.6  34.5  38.6  19.3  
作成に時間がかかりすぎてしんどさを感
じる 
N    
（人数） 13 69 56 33 
パーセント 7.6  40.4  32.7  19.3  
記述内容の多くが、毎日同じような内容の
繰り返しになってしまいがちになる 
N    
（人数） 4 26 74 67 
パーセント 2.3  15.2  43.3  37.4  
 
 


























    
全く    
そう思わ
ない 




とても   
そう思う 
自分自身の課題の明確化につながる 
N    
（人数） 
3 52 100 16 
パーセント 1.8  30.4  58.5  9.4  
保育所の 1日の流れや生活についての理
解につながる 
N    
（人数） 
2 29 110 30 
パーセント 1.2  17.0  64.3  17.5  
発達の特徴や心情理解など、子ども理解に
つながる 
N    
（人数） 
3 32 113 23 
パーセント 1.8  18.7  66.1  13.5  
子どもへの援助や関わり方への理解につ
ながる 
N    
（人数） 
0 25 116 30 




N    
（人数） 
2 38 114 17 
パーセント 1.2  22.2  66.7  9.9  
保育における安全管理、安全教育や健康支
援についての理解につながる 
N    
（人数） 
4 53 99 15 
パーセント 2.3  31.0  57.9  8.8  
子どもの生活や遊びを考慮した適切な保
育環境についての理解につながる 
N    
（人数） 
2 34 116 19 
パーセント 1.2  19.9  67.8  11.1  
保育者の役割と職業倫理についての理解
につながる 
N    
（人数） 
7 60 92 11 




  第 1 位 第 2 位 第 3 位 
  












自分自身の課題の明確化につながる 16 9.4 18 10.5 13 7.6 
保育所の 1 日の流れや生活についての理解に
つながる 
55 32.2 26 15.2 18 10.5 
発達の特徴や心情理解など、子ども理解につ
ながる 
26 15.2 37 21.6 28 16.4 
子どもへの援助や関わり方への理解につなが
る 
51 29.8 34 19.9 26 15.2 
子どもの発達に即した保育のあり方について
の理解につながる 
4 2.3 22 12.9 22 12.9 
保育における安全管理、安全教育や健康支援
についての理解につながる 
4 2.3 8 4.7 17 9.9 
子どもの生活や遊びを考慮した適切な保育環
境についての理解につながる 
7 4.1 18 10.5 36 21.1 
保育者の役割と職業倫理についての理解につ




  人数（N） パーセント 
流れ型記録が良い 43 25.1 





た、学びにつながったと思う項目を 1 位から３位まで選んだ結果は、「保育所の 1 日の流れや生 
活についての理解につながる」は全体の約 58％、「発達の特徴や心情理解など、子ども理解につ 










































































































-.138 -.083 -.075 .081 .062 .048 
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は、「大阪キリスト教短期大学紀要第 57 集」（2017 年 12 月予定）および「日本保育者養成教








調査者： 柘植誠子（大阪成蹊短期大学）  大和晴行 （武庫川女子大学） 








   ・０歳児クラス（ ）日 ・1 歳児クラス（ ）日 ・2 歳児クラス（ ）日 
   ・３歳児クラス（ ）日 ・4 歳児クラス（ ）日 ・５歳児クラス（ ）日  
   ・異年齢（3 歳以上）クラス（ ）日 ・異年齢（2 歳以下）クラス（ ）日  




   ・指導案作成のない部分実習（ ）回 ・指導案作成を要する部分実習（ ）回 




  保育職への想いが・・・  
① 以前より強くなった  ②以前と変わらず強い  ③以前より低くなった  


























いへ。Ｎｏの場合は、２の問いへ進んでください。      
（Yes ・ Ｎｏ） 
        




4 3 2 1 




4 3 2 1 




4 3 2 1 
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7 自分自身の課題の明確化につながる 4 3 2 1 
8 保育所の 1日の流れや生活についての理解につながる 4 3 2 1 
9 発達の特徴や心情理解など、子ども理解につながる 4 3 2 1 












4 3 2 1 


















①教育実習（幼稚園）   ②保育実習Ⅰ（保育所） 
   （理由：                                                       ） 
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【資料２－２】 日々の記録・裏面（実際は A4サイズ） 
 
 
117
